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ま え が き

昭和51年度の県下窯業界は、業種、地域によって差があり、不 

況の影響で前年度よりやゝ好転したものの、依然不振の域を出てお 

りません。高度成長時代には新製品競争と規模拡大したものが必ず 

成果を得、確実に進展しましたが、今や低成長時代、体質改善を含 

めて経営効率を考え、新しい分野に拡大しなければ生き残れないよ 

うな時代になっています。内部的には高年令・高学歴社会が進んで 

労働分配率が高くなり、企業の収益は低下しております。生活の内 

容でも戦後生れのニューファミリー、これらの人たちがこれからの 

消費の中心層になりつつあります。企業をとりまく変化として消費 

行動の変化とともに、国際的な追い上げもあって高級化、高加工度 

化を迫られております。

このようなきびしい環境下にある関係中小企業の技術振興のため、 

51年度に当試験場が実施した試験研究指導等の業務についてとり 

まとめました〇

今後一層の御指導を賜わるようお願いする次第であります。

昭和5 2年5月

場長 中崎 慈
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1.概 要

津市に三重県工業試験場窯業部として設置

三重県工業試験場四日市分場として、四日市市東阿倉川2 2 4番地に開設

三重県窯業試験場として独立

阿山郡阿山村丸柱に伊賀分場開設

戰災により本場建物、設備の全部を焼失

仮庁舎により業務一部開始

旧庁舎完備

国庫補助(技術指導施設費補助金)をうけ機器類設置(第1回)完了

四日市市東阿倉川町7 8 8番地に新庁舎建設着工

新庁舎落成

国庫補助(技術指導施設補助金)をうけ機器類設置(第2回)完了

国庫補助(技術指導施設補助金)をうけ開放試験室設置(第3回)完了

国庫補助(技術指導施設補助金)をうけ機器類設置(第4回)完了

(2)敷地と建物

場

敷 1.3 0 7 W地

建 物 2.8 1〇を

〔内訳:)

鉄筋コンクリート造2階建

試作楝

调土棟 鉄

鉄

欲原料置場

変電室ー 鉄

鉄

プロバン倉幡、渡廊F等)その他(ボイラー室、

A本

車 庫

本 館

窯 場

(1)沿 革

明治4 2年 4月

昭和元年1 2月

昭和9年 4月

昭和14年 I月

昭和2 0年 6月

昭和2 2年 9月

昭和3 5年 3月

昭和3 7年 3月

昭和4 3年 3月

昭和4 4年 2月

昭和4 4年 3月

昭和4 5年 3月

昭和5 〇年 3月

鉄 骨 平 屋 建.............. .............. 4 1 3 nt

骨 平 屋 建.............. .............. 4 5 5nf

骨 平 屋 建.............. ............. 1 9 6 nt

平 屋 建.............. .............. 1 〇 3 nt

骨 平 屋 建.............. .............. 5 9nf

骨 平 屋 建.............. .............. 2 9nf
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B分 場

2 3をft 跑..................................... . ............ ............

建 物...........................................   2 8 1

「内訳:)

本 餓....... 木造平家建............................... 2 6 9 *

その飽....... (倉庫、便所)............................. 12*

(s)組«aと茎扬分担

昭和5 2年4月1日現在

所U 騒名 氏 名 菓 務 分 担

听 長 中崎 慧 税 括

庶務課 庶何課長 田村竜,三 1.予食経理、庶務•般

主任主上 服部宮类代 (ゼーゲル健の販売を含む)

用務貝 森山あき

試駭課 試编課長 林 君也 1.依»(試験(化学的試験、物理的試駿)

主任技師 平阪 e 2.窯業公害対策の研究指叩

技 帥 斉烏忠義 3.原材料の応用研究

〃 服部止明

n 伊藤 隆

研究室 研究室長 岡な良次 1.豪地袖桑の航験研究

1 fFR 師 木谷 了 介 2.新製品の開充研兜

H 師 三宅滴路 3.製造技術に1肖する研究

佐波乎三郎 4.デザインの研咒指邱

国枝勝利 5.ゼーゲル績の管理と生産

熊谷 战 6.研修生の折点

ff 小U Lit夫 7.依賴試檢(物理的試験)

〃 伊浜博ー

Bi時労務員 水谷知子

伊眞分場 分場長 熊野晨雄 1.伊賀焼のデザイン・素也由桑の研究指か

主任技師 谷 ・藤四郎 2.依頼試験(試作、加匸、物理的試駿)

枝 帥 北川幸治

その他 ・ 帥 日根野作 デザイン指点 (非常勤)
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n

歳 入

(単位:円)

科 目 金 額

使用料および手数料

財 産 収 入

計

1.5 1 5,2 0 0

8 3 5.2 8 0

2.3 5 0.4 8 0

歳 出

(単位:円)

科 目 商 工 費 総 務 費 計

賃 金 5 0 6.0 0 0 5 0 6. 0 0 0

報 償 皆 3 0 0.0 0 0 3 0 0. 0 0 0

旅 皆 8 4 1.0 0 0 2 0 6,8 4 3 1.0 4 7.8 4 3

需 要 費 5.5 2 ao 0 0 3 4 5.0 0 0 5.8 6 7.0 0 0

役 務 費 3 1 5.1 4 7 3 1 5.1 4 7

委 託 料 6 3 7.3 3 5 6 3 7.3 3 5

使用科および位借料 2 0.8 7 5 2 0. 8 7 5

ェH講負費

原 材 四費 2 6 9.9 9 9 2 6 9.9 9 9

備品講入費

公 課 費 7,。 0 0 7.0 〇 〇

計 8.4 1 9.3 5 6 5 5 1.8 4 3 8.9 7 1.1 9 9

(注 人件費を除く



2 試 験 研 究

(1)割ぼう和食器用酸化磁器素地の研究

1まえがき

万古焼業界に適応する酸化磁器(白色素地) 

の研究は1〇年以前に当試験場においてすでに 

なされているが、当時の原料が入手困難である 

ため現在四日市にて入手できる原料を使用して 

酸化磁器素地の研究を行なった。

2 実 芸

以前の酸化磁器素地の調合割合は次のとおり 

である。

福島長石 3 3%

村上粘土 1 2%

朝鮮白ロー石 2 0%

香港カオリン 3 〇%

朝鮮カオリン 5%

骨 K 5% 
長石

10 20 30 r陶石

佐波平三鼠岡森良次

表素地調合表(％)

1 2 3 4 5 6

長石 4 〇 4 〇 4 〇 3 〇 3 〇 2 〇

粘土 5 〇 4 〇 3 〇 5 〇 4 〇 5 〇

陶石 1 〇 2 〇 3 〇 2 〇 3 〇 3 〇

今回の素地調合試験に使用した原料は長石にa 

福島長石と平津長石、粘土頰としては朝鮮カオ 

リノ、土岐口蛙目粘土、村上粘土、そして陶石 

類としては三石ロー石と河合构石を使用した。

切く 土の調合割合は図に示す三角図標の通りに行 

なった。また粘土囲の配合割合については次の 

通りである。

① 朝鮮カオリン1/1

② 朝鮮カオリン1/2 土岐口蛙目1/2

③ 朝鮮カオリン2/3村上粘:t1/3 

調合時に添加物(外割)として次の各一点を加

えて素地の調合を行なった。

①タルク 2 % ④ 亜鉛華 3 %

②螢石 3% ⑤ 骨灰 5 %

③石阪 3% ⑥ BaCCh 5 %

試験体の作製は手おこし成形で寸法は約7 〇 

x 4 0 x 5 ( « )である。焼成は電気炉にて、 

12〇 orで1時間保持して行なった。焼成試 

験体について焼成呈色の肉眼による白色度の比 

較、収縮率、吸水率の測定を行なった。また焼 

曲試験については鋳込方法による成形で寸法は 

約100X25X9(")である。

・へ
iV



試験体を支点間距離6 0«»三角受台上に置き 

試駿を行なった。

3 まとめ

以上の各試檢を行なった結果、福島長石3 〇

%、朝鮮カオリン2 7 %、村上粘土13%、三 

石口 一石3 0%、タルク2 %の調合の試験体が 

良好であった。この不土を用いて当試駿場製作 

の〃エト〃の型に鋳込み、白マブト軸を施し焼 

成を行なったところ良好な結果が得られた。

(2) 一般釉薬の研究皿(釉薬の再現性について)

1まえがき

昨年多種頰の試験釉を101型らいかい機で 

調整し、平板の試験体(4 5 X 7 0")に施軸 

し、15K!カンタル炉で平面にして焼成し資料 

を作成した。一般に軸薬は同じ調合比を用いて 

調整し、焼成しても同様な結果が得られない事 

を時々体駿する。これは焼成条件を初め釉薬の 

調整や施釉の条件、試験体の形状などによるこ 

とが知られている。

今回の試駿は前記資科の中より外観、色調な 

どの点で特徴のあると思われた14種類の色軸 

を選び、粉砕方法及び時間、施釉の厚みなどを 

変化させ試験を行なった。そしてその再現性に 

ついて、またこれら条件の違いが轴薬の性状に 

及ぼす影響について调べた。

2試験方法

2-1試験体素地

万古陶磁器匸業協同組合製・磁器並土で、

細長口の Y差し(高さ12 0、頁径7 0

")を鋳込み成形したものを使用した。

2•2 軸薬の调整

水谷了介、熊谷哉

合割合を表1及が表2に示す。

各袖薬を内径18 0«のポブトミルに1k碗 

調合し、これに对し7 0 08の水を加え細磨 

時間を5時間と2 〇時間の2段階とした。

(粉6W間の短い方をTi、長い方をTZと 

する)なおこれについて№1、№14を粒度 

測定し結果を図ー1に示す。これにAGガ厶 

5%溶液を5 Occ混入して、ボーメ 53度に 

調整した。なお版1〜№6については各基礎 

軸のみを2 0時間細磨し、乾燥後これに着色 

剤を添加し、更に5時間と2 0時間細磨した。

選定した】4種類(駒1～治14 )の调

-7 -
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表2. 軸調合率表(％)

原泉71 7 8 9 10 11 12 13 14

福島長石 4 6 4 2 1 〇 1 〇 5 8.0 2 6 3 〇 5 〇

ねずみ石灰 2 3 1 6 2 7 2 8 5.0 1 7 1 3 4

亜 鉛 華 7 2 2 〇

福島けい石 1 〇 1 9 2 9 1 6 1 2.0 1 8 2 5 1 7

朝鮮カオリン 1 4 1 2 3 〇 4 1 1 7.0 5 2 5

i酸化チタン 1 〇 1 0.0 9 5

ベンガラ 1 〇 5 1 2 8

崇酸リチウム 5 5

マグネサイト 1 〇 4 4 8.0

酸化コパルト 2 2

アルミ ナ 5

骨 阪 5 5

酸化クロ ーム 0.5

二酸化アンチモン 3.0

タ ル ク 2 6 6

j二酸化マンガン 5

萤 石 3

炭酸バリウム 8

酸 化 銅 1

外 規 朱金軸
黄茶結晶 
軸

赤味茶マ 
ノト軸

赤味茶模 
様マブト

黄味だい
だい軸

うす黄茶 
模樣轴

にぶ青味
模樣釉

にぷ青緑
結晶理

-9 一



図一1 检度分布曲嫁図

2 • 3 施袖の厚み

2 •1で作製した試験体を素焼し、それに

2 • 2で調整した各袖薬を各々1回掛け(薄 

い方)および2回世け(厚い方)した。(薄 

い方をA、厚い方をBとする。)

2 • 4 焼成

前記の施軸した各試織体を昨年度と同樣に、 

15KWカンタル炉で焼成S!度を3段階(SK 

5 a、6a、7)にとり焼成した。

3結果と考察

3 -!吩归時間による軸tt状の違いについて

2 • 2のTIとT 2では結晶袖系(試験体 

唇号で№7. 8.1214 )でTiの方は結 

晶が大きくなった。色眞について見ると、Ah 

5が黄緑色から青緑色に、旭6が度茶から紫 

味を帯びた色に、また№1〇では赤味茶と茶 

色の混合模樣が少なくなるなど粉硝間によ 

り色调が変化する。更に№4でも駐点模様が 

T ,では全く消えるなど概してT:はTIよ 

りが單錮となる傾向になった。

3•2 施釉の厚みについて

結晶軸系(№7. 8.12.14.)のもので 

はBがよく、また№4の斑点模様もAでは全 

く見られず、BのT Iに出ておりこの違いが 

はっきりしていた。一方発泡性のある№1、 

№2、Ah11.ではBの灿面に凹凸が残り、X 

8の流れる軸ではBは-唇増大した。

3-3 焼成温度差について

焼成温度差については、間13は中段のみ 

に青地に模様が出来良好であったが也は単調 

でこれによる変化が大きかった。輪面に凹凸 

がある№1、間2はこれが高4!で少なくなっ 

た。

またZ9. №10は何れも試駿体は「さめ 

割れ」が起った。

3-4 さめ藍れについて

上記現俊が起きた原因と思われる熱嚴張に 

ついて、さめ割れを起した№9、№1〇とさ 

め留れが起らなかった4とを測定し、同 

時に便用した素地についても測定した。この 

結联を図一2に示す。図によれ・ば輪14は袖 

の崖位点が素地の異富齬强の大さい&位点よ 

り低温備になっているが、№9、№1〇では 

これより高温側となっている。従ってこれが 

原因となったとのと思われる。



図ー z
素地及び釉の熱膨張曲線

温度ぐ



4まとめ

釉の細磨時間が長いと軸調が単調となり妙味 

が少なくなる傾向となる。結晶袖系は影f!が大 

である。施軸厚みも結晶軸系で変化がみられ、 

厚い方が結晶が出て模様を作りやすいが流動性 

の大きいものは一网これが大となる。

変位点の高い軸を異常艮張の大きい素地に用 

いたら「さめ割れ」が生じた。

妙味のある軸ほど再現が困難となった。再現状 

態を表ー3に記す。

表ー3

試験［由・ 再現状態

1 T-1-Bでほヾ再現

2 同 上

3 軸調が単洞となり否

4 T-l-Bで再現

5 袖潔が単蔼となり否

6 轴博が単調となり否

7 釉羽は再現したが流れ過ぎ

8 T-!で部分的再現

9 ほヾ再現さめ破れ

10 同上 同上

11 色博のみ再現で全体匕釉面に凹凸

12 ほヾ再現

13 同上

14 色捐は再現結晶が小さくな・る

5 あとがき

平板の試駿体では見られなかった様々な現象 

が得られた。試綬後新しく用いる軸は細磨時間、 

施軸厚み等を檢討し現業に移すことが必要と思 

われる。



(3) 【釉薬の研究N (釉英の再現性について)

小林诙夫

1まえがき

以前"合成度軸を用いた色軸の基礎的試験,, 

及び〃黒袖についての基礎的試験〃を行なった 

がその中から"合成度軸……〃については流紋 

等が装飾的役目をもつもの、"黑袖……"につ 

いては色・!が良好と思われるものをそれぞれ敬 

種類選び再現性の有無について試输を行なった 

のでその結果を報告する。

2試験方,去および結果

2 -1"合成灰軸を用いた色軸の基礎的試験〃 

の資料の中から表1に示す7梯傾を選び釉の 

弱整を行なった。基碾軸は天然供4 〇%、 

釜戸長石(1級)2 0%、天然ワラ康4 0% 

及び合成土度(市販品)4 〇%、蓋戸長石 

(】級)2 〇%、合成ワラ灰(№3 2 ) 4 〇 

%の2種類を用い、それぞれの基礎袖に各酸 

化金属を添加しポブトミルで12時間湿式細 

磨した。施軸方法はスブレーガンによる吹き 

かけ法で花器などに一度掛け及び二度掛けを 

行なった。焼成温度は12 3 0 C酸化焼成で 

0.1行のガス炉を使用した。

結果

試験体などの平物に施軸した場合に得られた 

乳鈴作用によるものと思われる一積の枚様は 

花器などの立物に施軸した場合ほとんどその 

再現性は認められなかった。また二度掛け軸 

の場合今回の試験はー懂崩の下掛け袖しか用 

レ'なかづなが比較的変化のある,細が得られた。

表1 破を用いた色軸の调合割合

1 2 3 4 5 6 7

天然 土 魔 40% 40% 40% 4 0% 合成土灰(市阪) 4 0% 40% 4 0%

釜戸長石(】級) 20 20 20 20 签戸長石(】級) 20 20 20

天然ワラ火 40 40 40 40 合成ワラ威(№32 ) 40 40 40

uフラグクス 5 5 5 5 Uフラ,クス 5 5 5

土岐口鮭目 3 3 3 3 土岐口蛙目 3 3 3

燄化チタン 2 2 2 2 酸化チタン 2 2 2

酸化ユノケル 2 1.5 1.5 1.5 酸化二9ケル 2 2 2

酸 化 鋼 1.5 — — — 酸 化 铜 2 — —

酸化コバルト — 2 — — 酸化ク〇 ー厶 2 — 2

酸化クロー厶 — — 2 —- 弁 柄 — — 5

弁 柄 — — — 2 色 痢
うす緑 
透明

こい緑
乳街

うす赤 
透明

色 »
うすな味 
帯黄土色

灰味青 
乳濁現点

茶味帯 
赤紫

黄土帯 
乳濁



※下掛け轴……表2の№1を使用 である。原料は釜戸長石(1級)、マグネサ

螺合成ワラ阪( №3 2) イト、ねずみ石戻、朝鮮カオリソ、福島珪石

平津長石 4 8.0% を使用し各调合物をポブトミルで12時間湿

燃焼タルク 4.0 式細磨した。旖灿方法はひたし掛けによるも

ねずみ石戻 1 6.0 ので用器素地に贏袖し、焼成泓度は1230

朝鮮カオリン 20 C酸化焼成で〇.!尿のガス炉を使用した。

福島底石 2 9.0 結果

骨 魔 1.0 焼成温度が君当であれば窯の違いによる呈色

の差はあ主り認められず輪1〜5については

2•2 "黒轴についての基縄的試験"の中か 口辺など薄い所に茶褐色を帯びた黒吸№14

ら表2に示す6種類を選び釉の週整を行なっ は青味を帯びた企黒軸が得られ再現性は十分

た。№1から5については弁柄及び黑浜を着 にあるものと思われる。

色剤として用いたいわゆる黒天目軸であり輪

14はコバル 卜の添加8［を少なくした灘黒軸

表2 黒軸の調合割合

1 2 3 4 5 1 4

釜戸長石(1級) 5 55% 5 55% 7 0.7 9% 5 5.68% 5 5.68% 一 %

平 津長石 — — — — — 63.0

ねずみ石破 11.4 11.4 1 3.29 1 0.4 5 1 0.4 5 1 5.0

マグネサイト 2.4 2.4 2.5 7 2.02 2.02 —

朝鮮カオリン 6.5 6.5 1155 9.08 9.08 —

土岐a蛙目 — — — — — 70

福烏珪石 2 4.2 2 4.2 1.80 2 277 2 2.7 7 1 5.0

弁 柄 80 — — 8.0 — 5.0

黑 浜 — 1 0.0 1 0.0 — 10.0 —

酸化クn ー厶 — — — 一 — 0.15

酸化コパルト — — — - — 1.0

色 0I 口辺等に茶祸•来を帶びた黑
青味
黑

-14 -



ゼーゲル式

№1.2 0.3 7KNaO '

0.1 3MfO 0.3 8A1 iOj 4.7SiO?

0.5 0CaO

H3 0.4 5KNaO '

0.1 OM/O .0.4 5A1 2O3 3.5S i〇2

Q4 5CaO ,

№4. 5 0.4 5KNaO '

0.1 oMyO .0.4 5A1 jOi 5.0S iOi

0.4 5CaO
•

(4) ゼーゲル錐の生産と品質管理試験

佐波平三郎、小林康夫、水谷霓チ

ゼーゲル儘の精度保持と険定の合理化のために 生産温度苑囲はSKii~SK03aであり、

検定炉を試作した。 3 5,。 0 0本生産した。



(5) 対応研究 (A)

(イ)"伊羅保〃融の獄験

SK6 a程度の焼成巾のある黄伊谨保軸の試 

轮である。

一般に伊谨保軸は土康の多い厌袖で出来る。 

そこで合成灰類を使った場合の試输をした。

釜戸長石一合成土灰系及び签戸長石一合成土 

灰ー合成わら缺系の二系統について試粮をした 

結果下記博合で一応目的を達したので、報告す 

る。

台成土灰6 8、董戸長右12、n焼强鉛筆

1〇、酸化チタン2、Uフラノクス2、ねず 

み石阪4、墳焼タルク4、朝鮮カオリン6、 

ペンガラ2、合計1I〇

また色の漫はペンガラの増威で行なうとよ 

い。

(〇)黒泥上の白陽リの欠点防止

朱泥上に白盛りをした場合は表面の融けもよ 

くふくこともないが、同じ调合のものを黑泥上 

に盛り付けるとふく欠点がある。

朱泥用に使った白盛の调合(签戸長石5 5、 

ジルコンフリフト2 5、朝鮮カオリソ7»ねず 

み石［8、夭軍中石5.ジルコニアト8、焼成

13 OX.電気炉焼或)«■%«にして、

2〜3回試験を咲り返した。即ち上記格礎融を 

强める方向と逆に科める方向との二方向で試牧 

セした。その結果弱める方向がよかった。一方 

白さ(乳白度)の問題もあり苗めすぎると今度 

は白さに問題がでてくる。そこでFien合で一

熊谷 哉、三宅清路、岡杏良次 

応の目的を達したので報告する。

釜戸長石5、Z-9 0 〇ジルコンフリ,卜80、 

朝鮮カオリン7、天章阴石5、ジルユ=ブト 

3、 合計10 0

(バ魚焼き用アミの研究

現在では殆んど使用されていないが、以前石 

綿地蹈を備えたガスこんろ用魚焼網があった。

その魚焼き網の試作研究を行なった。

金メ日体は問題ではないが、その上に付着し 

ている石螺貢と(»思える白いもの及びその付君 

方法が問題である。特許公報(出願公吿昭3 5 

-12 8 8 2 )によれば、石綿と硅階ソーダと 

の混合溶液を付着し乾燥させるとな•>ている。

そこで市數の上記白色部分を一部粉砕し、X 

線回折にて调ペた結果は、主成分はも一石英 

(珪石)で他に緑泥石、曾長石、微料畏石、透 

角閃石(石編に近い)が認められたので珪石を 

主体に少！8［のクルクを添加し水ガラスとの混合 

溶液を付看し試駿をした。しかし水ガラスでは 

乾燥が非富に遲く問題がある。戲於的にはカー 

ムライト鮮液(水ガラスより速乾性)を使い、 

硅石とのお合癖液を付着した後タルク册末をa 

面に塗布することで許了した。

(二)島ケ原黄土の利用心

赤万古急須不上には現在愛知県産の黄上を

3 0～4 〇%利用して製上しているが、このK 

土の代りに樂内産で安価な黄七が産出されたの 

で利用試Xをした。試験は黄上を115 O CR.

-16 -



F、焼成し、呈色、表面の状態を観察した結果、 

十分利用できそうであったので、配合試験をし、 

焼成収縮率、呈色、光沢等を測定した。これら 

の結果からこの黄土は赤万古急須不土に利用出 

来そうである。

(ホ)半磁器环土の比較試験

製品の白色度があまり必要でなくなったので、

(6) 対応研究 (B)

(イ)色貫入釉の試験

土鍋の蓋に色貫入軸を施軸して新趣製品を作 

るために軸薬の開発試駿をした。焼成温度は 

1140-1160 *CO» F、で、フリアト系貫 

入基礎轴(平津長石6 〇%、無鉛フリブト2 8 

%、けい石3%、石戻3%、蛙目6%)を作り、 

それに炭酸銅、トルコ青顔料、ヒワ顔料を2〜 

3 %添加して色貫入")試版を行った。

(□)色マフト軸の試験

目的は前項と同樣で、飽鉛マノト系基礎軸 

(釜戸長石5 5%,石阪8%、亜鉛華2 〇%、 

タルク8%、カオリン5%、フリット4%) 

を作り、それに酸化金属、顔料を添加して色マ 

ブト軸の試験をした。

(八黑マプト軸の試験

黑マブト花器製品を作るために熟マット軸の 

試繚をした。焼成8I度は1】5 0C〇、F、焼成 

で、亜鉛マブト軸系にブリブトを添加して基礎 

軸を作り、それに酸化金属、顔料を添加して黑 

マクト軸の試験をした。

低コストのj不土を使用したい。収集した市販単 

磁器不土 4種煩について、焼成収縮率、吸水率、 

釉薬の発色状態を比較し、各々の特性を険討し、

低コストの外土を見出した。

(7新趣製品の開発試作

新瘦製品や製品の多様化のために大皿、陶製 

枕、照明具の試作をした。

水谷了介、佐波平三郎

(二)還元用鉄釉の状験

赤万古を焼成している寐で他の!!品も同時に 

焼成するための軸薬を試験した。亜鉛軸系に酸 

化茨の添加量を変えて、备種の鉄軸の試駿をし 

た。

(ホ)赤万古用ハケ目の試芸

湯のみにハケ目をするため、ジルコンフリブ 

トー亜鉛華ージルコン系でハケ目の試録をした。

(へ)なまこ轴の改良試験

焼成炉の新築により炉内ふん囲気が変わり、 

これまで使用していたなまこ釉の岫が悪くな 

ったので、医原科を減少して変わりに亜鉛華、 

U —フラブクスを使用することにより故良出来 

た。

(卜)軸の沈澱防止試骚

長石が主体となった軸のためすく说殺するの 

で、袖のPHを弟紙で博整(現在のPH9を 

8. 5にすることにより粘度は12 0CPから 

3 5 0 CPになった)することにより防止出来 

た。



(リ)炉内3、ん囲気の調整による欠点(チ)赤万古用チャラ轴の試験

赤万古に対する利用者の傾向が、光沢のよい 

製品を希望する様に変わって来たので、長石を 

主体に酸化鉄で着色して各種のチャラ軸の試駿 

をした。

防止試襲

製品の軸調が悪くなったので炉内のガス分析・ 

炉内圧を検討し、省エネルギー的な考えも考慮 

して君正な焼成方法の試験をした。

(7) 対応研究 (C)

(イ)鳥泥用エンゴーベの開発

組合並土一平津長石一-タライトの三成分系 

で基礎の白色エンゴーペの開発を行ない、下図 

の三角図の点12.13.17の3点が良好で

これらに顔料や着色金属曜化物を加え、色エン 

ゴー-のテストを行なった。Cr Fe i Oj 
Mn 0I粒(各8%添加)は№12が良く、J 

-24グレー、B-8 3グレーなど耐火性の顔 

科では版12よりやや弱い№1 7が良かった。 

なお上記三角図では、ペタライトが股も強い融 

剤となる。融剤が平津長石のみでは鳥泥焼成温 

度(113 0て)では融着不足を起し、最低10

国枝勝利、小林康夫、伊浜啓一

%のべタライトが必要である。

(〇)ビンクの発色のよい無鉛フリフト

軸の開発

低火度土用の無鉛フリ?卜軸の開発で、焼成 

温度110〇〜117 (VC、ク”ムすずビンクの 

発色の良い、焼巾の広い、主たオートクレーブ 

試験でもキ裂を生じないものを目的とした。

顔料の発色が良く、また熱膨張の小さい無鉛フ 

リ・>卜は数少なく、今回はXM-121(日本 

フリブト㈱製。体熱彫張係敎!8 2x1〇ンて) 

を使った。下図の三角図で試験を行なった。

焼成温度は

110 0-

117 0*գ
①®⑤はやや 

乳濁で全温 

度で安定。

⑥は透 

明軸で② 

と④は 

1100- BACOj 25

_ 18 一

11 50*C



⑥は113 〇〜117 〇てで使用可能〇クロム 

すずビンクの下終の発色は良好で、オートクレ 

ーブ1〇気圧試験後を無貫入であった。

(パ還元用！«部軸の開発

12 5 0-12 8 〇 T還元焼成用の織部袖で、 

辰砂にならない樣な軸を目的とした。ふつう織 

部釉は郷！、アルミナ分の少ない石灰軸に銅を 

添加すると得られるが、これを還元焼成すると 

辰砂調となる。試験は次の軸式で行なった。

[o.3KNaO
く 0.4—0.6A1 2 Oj 3.5—4flSiO2
10.7CaO CuO 5 %外割添加

f0.3KNaO
その結果 < 05AI iOj 3.5SiOi

10.7CaO CuO5%

が良好で安定な織部灿となる。一部表面に銅が 

偏析し黑味を帯びるが、これはタルク(仮焼) 

を若干添加することで避けられた。

调合は次のとおり

釜戸長石1級65%、鼠石灰石19%、 

カオリン15%、福島珪石1%、 

CuO5%、(タルク 5 % )

(二)吸水率の低い半磁养表地の閣発

12 0 0 C焼成でなるべく吸水率の少ない半 

磁器を得る字を日的とした。使用原料は、河合 

陶石1級、三ッ石クレー、烏根カオリン、信楽 

長石、木S5粘土である。信楽長石と木節粘土は 

それぞれ15、3 5%-定とし、他の3つの際 

軒の・比を変えて試験した。実験した間合は下 

図のとおり。

河合陶石

12 0 0 *Cでの吸水率(％ )

従って駒4あたりが成形性も良く、吸水率も 

比較的小さく良好な素地であることがわかった。 

なお熱既張係散も8.0 7 x1〇6/*C(室温～

6 〇 〇I)で妥当な線である。

(ホ)砧霄磁軸の研究

古来砧青磁については種々の調合が知られて 

いるが、今回は明るい派手な砧青磁を得るnを 

目的とした。焼成温度は12 5 〇〜12 8 0-C 

RF.

主な実獭は次の袖式のもので行なった。

O.SKNaO
I- 055-0.65A1 iOj 5.〇-

0.5 CaO 6.0SiOi

0.5KNaO
D- 055-0.60A1 iOj 64

0.5 Bao 7.0S1OJ
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0.4KNaO
H!」0.4SrO 05 5-0.60A1 jOj 6.〇-

7.0SiO»
0.2Ca 〇

b.25KNaO

IV 0.25L i »O

0.50BAO

020KNAO

02 0 Li 1O

0.4 0SrO

0.2 0CAO

これらにSnO: 2%
珪酸鉄 3%

その結果、1は本来のおちついた砧手、ロ、 

nu明るい派手な砧手、m、vはやや訪い砧 

手であり、U、IVが日的にかなった。但し焼 

成条件や牯の湄费が大切な要因で、厚元はでき 

るだけ隨く、また軸はやや租い粒子のます使用 

した方がよいことがわかった。

(7佩軸のプクの防止

土鍋のフタに使う半磁器質素地上の融だまり 

に大きな気泡が見生するので、これを防止する 

のが自的である。もとの・合は、釜戸長石4 0、 

ベ,ライト15、肖石灰18、カオリン6、蛙 

目6、けい&15、洋3127フリフ卜26% 

で、この・合ではSi 〇,遇剰であることは明 

白であったので、けい石を战らしたところブク 

はとまったが、N入を生じた。よって次の袖式 

で新しい1歯こかえるUを威みた。

0.2 0KNaO
05 0CaO 
O.lOZnO 
OJOBaO

020KNaO
0.6 0CaO 0.4-05AI »Oi
0.1 OZnO 4 0-4.5S iOj 
OlOBaO

6.20KNaO
0.5 0CaO
0.1 OZnO
0.2 0BaO

O.4AI 1O1 4.0S iOi と

0.20KNaO
a.60CaO 
0.1 OZnO 
OlOBaO

0.5OAl iOj 4.0S iO:

が良かったので、この釉を使用することにした。

なお焼成4!度は1 2 0 0-117 〇て位である。

(卜)CoO段マアト釉の開発

青味緑マプトWで軸だ宣りが青紫色になる釉

を目的とした。焼成SL度は12 5 OCR. F • 

次の袖式により試虢した。

O.lOZnO

I 0.1 oKNaO 0.2—tt4Ai jOi
1.5—25SiOj

0.8 0CaO

0.10ZnO

II- 0.20KNaO 0.3—05Al1O1
2.5—3X)SiO:

,0.70CaO

0.2 OKNaO

Ifl 0.20ZnO 0.40-0.50A 1:0,
2.5—3.0SiOi

05 0CaO
これに1、U、M »とt TiO:
1 〇% CoO 1 %添加

その果、次の2つが喪かった。

O.lOZnO

A. 0.1 oKNaO 0.4Al >O> ZOSiO：

0.80CaO

0.2 OKNaO

B< 0.20ZnO 0.50Al 2»3.0S iOi

0.6 0CaO

-2〇-



但しAはやや強い軸であり、火前〜天で良好 

で、根では焼け不足となる。Bは焼成巾が合致 

し、黛の全体で安定しているが、色がやや悪い 

難点がある。

(チ)SK9O.F用無貫入噂釉の開発

志野用素地を使用し、やや黄味のかかった緑 

織部軸で無貫入を目標とした。ふつう発色の良 

い織部軸は医軸系で当然貫入が生ずる。

種々の予備試験の後、次の3つの很に焦点 

をしぼり試験した。

0.17KNaO

0.1 5M9O
の塩基組成 

0.5 3CaO

0.20KNaO

@ 0.1 8MFO

,0.6 2CaO

0.1 5BaO

10.20用。關"印
硏 OJOM’。 。/うしJ!)

[o.70CaO 2.0 2.5 3 OSiOi

これにa -C u 0 4.5 %

b —C u 0 4. 5 ジルコン3 %

焼成の結果酒ー7 a、(g)-4a、©-4 b 

が良好で、オートクレーブ試験後も貫入は生じ 

ない〇

(リ)瀬戸赤土素地釉のビン杓ルの改善

炬器素地(瀬戸赤土使用)を12 〇 〇てで焼 

成するとビンホールが一面に現われ、袖が煮え 

たような状態になり、これの改善の依頼であっ 

た。当朝の電気炉で焼成したところ12 3 0-C 

で焼成するとこの現象が出、それ未満の温度で 

は出ないので、業者の窯内の温度分布を測定し 

たところ(電気炉)、温度分布が悪く、一部で 

焼き過ぎの状態にあり、この欠点が出たものと 

判明した。なおこの試験中、軸を全面的に変え 

ようと試みた際、石灰亜鉛袖では軸から透けて 

見える素地の色が変るのに対し石度バリウム軸 

では本来の素地の色のままであるという興味あ 

る現象を経駿した。

(ヌ)軸薬シートの成形

薄い(1〜2»)、乾煥後も柔歡性をもつ軸 

薬膜の作成を目的とした。文献から、水で袖原 

料を分散しては目的のものは得られない專が判 

っているので、油性のものを使い、次のものが 

良いことがわかった。

エチルアルコール4 5～5 5%、軸原料4 5 

〜55 %、フタル酸ジオクチル3%、ポリビニ 

ルブチラール3%、ポりエチレングリコール3 

%、ポリエチレングルコールのアルキルエーテ 

ル(Tergi no 1)0. 5～ 1.0%

エチルアルコールの一部をトリクロルエタン 

で置換すると溶剤靖を減少できる利点はあるが 

有害物質なので考慮を要する。普通用いられる 

ペンゼン、トルエン及びキシレン等のペンゼン 

核系の溶剤は今回は不向きであった。

(A)廃軸(哄の削加ス用再利用状験

軸薬を削りとった廃軸には素地土が多く含ま 

れており、しかも一定ではないのでポブトミル 

で2 4時間細磨したものについて試駿をした。

この細磨した廃軸を単味で試鹼体に施軸して窯 

元で焼成した結果は次のようであった。素地土 

の含有されるせによって軸閥が変化するので安
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定した呈色は用られなかったが素地土による欠 

点は何ら加られなかった。

廃軸をそのまま軸として使用する辜(ただし 

内軸としてなら使用可能)はできなかったが二 

度掛け釉などの下軸としてなら十分に使用する 

Hが出来、卷考品として土康軸をE•けして焼 

成した誌果良好な・由调が得られた。

(才)中火度焼成でも使用出来るセレン

赤釉航験

SK4 a前後で使用出来るセレン赤軸が市販 

されているのでこれらを使って試験をした。

製品番号GM—12 0 0 R-l、R-3を使 

い低火度素地上に&盛り施柚しSK4 aで焼成 

した結果R-Iは良好なセレン赤に、R -3は 

アズキ色を帯びたセレン赤軸になったのでこれ 

らの結果と共にフリ,卜軸を窯元に権告した。

(ワ)陶秋紅の欠点改良試製

Beer MugのF絵としての陶試打の・・て 

り、発色"の改良として、試験をした。

使用されている陶試杠が強すぎると号え、監 

具を弱める方向で試強を進めたが、上から施袖 

する透明袖(石灰亜鉛釉)の厚さや焼巾の問題 

があり、この方法では全体として安定したもの 

が得られないという結果が出た。

そこで安定したものをということで、飽の桧 

只で冊试杠とよく似た色を出す方向で試験を進 

めた。その結果として

备戸長石5 〇 福岛珪石21

鼠石阪 13 カオリン 8

1121Fri t 1 8

5を入れた袖薬を利用した。但しS P71は 

Z nOtより変色する性質があるため、廃水 

剤として廃水シリコーンを1〇〜2 〇%入れ 

た。

(力)萬古陶48器工業協同組合素地

の焼成性状について

四日市地区における組合素地(低火度土、半 

磁春並土、半磁器白土)を使った製造過程にお 

ける欠点防止対««〇-«として、収縮率、吸水 

率、曲げ强度、クリストバライトの定信等の焼 

成性状について試駿した。

焼成温度は実際に工場で焼成されている倡度 

の前後、つまり低火度土についてはSKO1a 

SK5a、半磁器土についてはSK4a〜SK 

9の各火度でそれぞれ試顧した。

本試験により、各組合素地と各火度間の関連 

を知ることが出来たので、今後の素地制綁のー 

助としたい。

の翻合の某・帏に絵貝として日啊産業製、

S P 71(C r-S nピンク)1〇とジルn v
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(8) 耐熱陶磁器素地の研究

豊

ベタライトーアルミナー木節粘上素地について を適正な温度で焼成した場合に熱膨張率の特に

低い素地が得られた。焼成温®と熱膨張性、鉱物組成等との関係を研

究した結果、ペタライトの配合比の大きいもの

(9) 耐火度試験の研究

試料の粉砕方法を変えることによって起る粒 かについて試験検討をおこなった。

度変化が、試駿結果にどのような影春を与える

平賀

服 部正明

(!〇)窯業工場排水の有害物質対策について

1まえがき

陶磁器製造工場より排出される汚水中には鉛、 

カドミウ厶、氤 クnム、亜鉛等の人体に与・え 

る有害物質を含有している危険性がある。すな 

わち鉛は仙原料として古くから使用され、また 

フりノトにも使われている。そのほか顔料には 

クロム、銅、カドミウム、亜鉛、アンチモン等 

が使用されている。

これらを使用する関係上排水中にどれだけ流 

出するかを把握するために、昭和4 9年度技術 

指導庵設設行噂業(国補)にて窯業工場排水の 

有害物質対策指導として日立製作所の518型 

原子吸光分析装置を璋人した。その対策指導の 

ために、各種万古陶磁器製造工場の内容等を考 

林君也、青島忠義、伊藤隆

慮しながら汚水処理方法について試験検討をおこなっ 

こなった。次にその暇要について述べる。

2 試験の方法

2-!試料の調製

万古陶磁器製造工場3 9工場の排水沈液槽

より採集して来た汚泥を乾燥後よく飾 して

均一な汚泥物を試料の基にした。その試料10

9に水を加えて1〇 9/\ 0 0 0-"Zに调整

したものを汚泥排水試料として試験をおこな

った。

2 • 2実験装置

3 。 〇<"Zビーカーおよび500*"«ピー

カーを沈嫩槽とし、ガラス倚を排水路として

設計し実験の装置とした。なお攪拌機は電動



式スクリュー型の羽根を用いた。

装置①排水路ー沈澄槽(50 0"ビーカー)

ー排水路*•放流

*(W 水路ー沈激槽(500”/ビーカー)

ー排水胳ー沈殺槽(5 〇〇"ビーカー) 

排水路一放流

"③農集剤添加一沈殺槽(500皿ビーカー) 

ー排水路一放流

"④凝集剤添加沈斌槽(300”ビーカー)

にて攪拝ー沈教槽(500* /ピーカー)

装!t⑤議集剤添加沈殺槽(30〇-Zビーー)

にて册」沈激槽(5 〇〇小«ビーか-)

ーフィル^一ろ過一中和一放流

以上5段階で実験をし、その最終排水の水幼

を化学分析した。

2•3排木化学分析結果

試料(排水)はいずれもJ1S K 0102

工甥排水試駿方法に基づいて行なった。測定

には518型原子吸光分光分析装缺を用いた。

ー排水籍一放流

化学分析値

ヽ'、 成分

排水方 PH
乳遊物質

ss ppm
鉛

Pt> ppm
カドミウム 

cd ppn
クロム6価 

cr ppm cu ppm
亞鉛

zn ppm

①排水方法 8.5 〜9.0
3400
〜4000

80～
100

0.05
-0.0 6

2.0
～1.6

1 2X)
〜7.8

5 〇- 

71.0

②排水方法 8.5 〜90
1100

〜1300
2 8〜

32
0.0 3
〜0.05

1.0
〜L2

5.5
〜72

3 0.0
〜36.0

③排水方法 7.8 〜8.0
380 

-3 9 0
8.5

-1 0.5
0.0 3
〜0.0 5

0.8
〜1.0

3.5 
-44)

1 20
〜140

(£>排木方法 6.8 〜7.8
190

〜2】〇

45
～6.〇

0.0 2
〜0.0 3

0.3 
～0.5

15 
～20

5.0
〜6.0

⑤排水方法 6.8 〜7.8
20 

～30
0.12
-0.1 6

0.00 5 
-0.008

〇
0.01
〜0.02

0.4
〜0.5

表ー 2 排 水 基間

有害物貿の種類 許容限度(ppm) 君用施囲

鉛及びその化合物 1

いづれの工場にも適用される。カドミウム及びその化合物 〇.1
6価クロ厶化合物 0.5

PH 5. 8-8. 6

排水|45 0 t /日以上の工場に適 

用される。

浮遊物t1( SS ) 2 0 0
朋含有員 3
窺鉛含有髭 5



3 試験結果の考察 4 まとめ

① 排水方法では沈澱槽に汚木が流れ込み、そ 

の落下力によって微細な顔料の粒子や苗土は 

絶えず上下連動して、沈降しない史ま排水路 

へ流出する。化学分析値より明らかなように 

非常に危険な方法であった。

② 排水方法では、沈滅槽が2ヶ所あっても浮 

遊物質(S • S )の微はまだ多く、それに有 

害物貢も多く排出されることが判明した。こ 

の排水方法も①方法の連続性であるため比重 

の重い順に沈澄槽の底に沈降しても、微細な 

顔料や粘土粒子は上下運動をして排出される。

(3) 排水方法では、凝集剤を添加するけれども 

沈澱槽内に排水が溜っても、木の上下運動が 

静かであるために、凝集のフpクク生成が遅 

く、沈降の速度もゆるやかである。化学分析 

値でもわかるように有害物質は基準限度以下 

にはならない。ただしs Sのみが減少した。

(4) 排水方法では、①、(2X③排水方法に比較 

して非常に汚水中の有害物質が除去されるが、 

鉛(p b)を基準以下に下げることは困蔑で 

ある。また工場の排出iiや時間帯等を考慮に 

入れれぱまだ危険な方法であり、自然的な放 

流方法では問題である。

⑤ 排水方法では、排水を一度沈激槽に入れて 

凝集剤を添加したのち動力攪拌をしたために 

フロブクも大きく生成した。そのためフィル 

ターろ過の時間も速く、かつ①、(tk③およ 

び④の方法よりも有害物質を基膜以下に除去 

することができた。

万古陶磁器製造工場3 9工場より採集した汚 

泥物を基に、公害防止について試験検討をおこ 

なったが、その結果については次のような結論 

を得た。

① 排水を沈澄槽に集めて放流する自然な方法 

では、公害防止にならない。また沈澱槽の敎 

を増しても化学処理をしないと有害物質を基 

準以下にすることは困鑿である。

② 排水は一度排水溜か、沈激槽に入れ、凝集 

剤の添加による化学処理をし、かつ動力によ 

る攪拌をすれば沈激のフロ ックも大きくなる。 

しかし自然放流では鉛を基準以下にすること 

は困難であるため、フィルターろ者をすれば 

安全な公害防止となり、かつ有害物質も分析 

値からわかるように基準以下である。

③ カドミウムは①、②、③、④、方法および

⑤方法についても有害物質の基準以下であっ 

たのは、3 9X場ともカドミウム顔料等を使 

用しないためと思われる〇

5. PH、浮遊物質(SS)、銅、亜鉛につい 

ては、排水屋5 〇 t /日以上の工場に適用さ 

れる。だが万古陶磁器裂造工場においては各 

工場とも5 0 t/日以Fで基準には適用され 

ないが、注意しなければならない。

6. 以上の結果から、排水は化学処理、あるい 

は処理装貿等の必要性が認められる。



カドミウム・セレン赤顔料による(11)
釉薬の一考察について

1まえがき

カドミウム・セレ:Z赤顔料は通常8 5 〇〜 

980ての温度施囲で安定な発色を示す。とく 

にアルカリとホウ酸の多い軸組成に使用される。 

また1〇〇 〇てを越えるとカドミウム自体が昇 

華し発色が失われる。そこでもっぱら低火度の 

白雲阳器素地に使用され、しかもこの白雲陶器 

素地は食器としての強度は低いため耐久性に劣 

る欠点がある。特にアルカリホウ酸軸であるた 

めに袖の粘性や強度が低くかつ酎俄性に劣り、 

食品衛生上にも危険なものである。

そこで上記の欠点を検討して、このカドミウ 

厶セレン赤顔料による軸薬について耐酸性、焼 

成4J度の高演化について試籁をおこなったので 

報告する。

2 塩基性原料による影喜について

2-1アルカリ顚

アルカリ元素は普通ナトリウム(Na )力 

リウ厶(K )の此合した長石原料が使用され 

ているがカドミウム・セレン赤色を安定さす 

ために強アルカリ軸が使われる。そのために 

水に溶けないフリノト化したものを原料とし 

て使用するが、このナトリウ厶、カリウムに 

ついて検討したところが、使用できる温度駐 

囲は約10 OO'C以上で駄目になる。これは 

珪石を番かし込む力が小さいためである。そ 

こでアルカリをリチウム元素に置き代えると 

よい。リチウムは强アルカリでナトリウム、 

林 君也

カリウ厶に類似した化学作用をもっているが、 

原子・はNa 2 3» K3 9に対しLi 6.94 

にすぎない。このことは理論的には全アルカ 

リの容積割合を変えずにリチウム1に対し、 

他のアルカリ3— 5に相当する。

即ちナトリウム、カリウム軸よりも珪石を 

多く馆かし込むことができるから、流動性の 

増加、馆融温度の低下、款化聲度と因化鬚度 

の低下および熱膨脹の低F等が考えられる。

このことは軸のガラス構造のネクト内に多 

くの中性イオンが入り込むことびできるため 

顔料の発色がよく、アルカリイオンの容積が 

少ないため酎酸性にも優れるものと思われる< 

実際に試紙結果においても認められ•る。アル 

カリの一部をリチウムに值き代えると8 50 

～118 0 C«O広い沮度範囲で安定な発色を 

示した。

ナトリウム+!!チウ厶軸では檀色のカドミ 

ウム・セレン顔料がよい傾向にあった。また 

カリウム+リチウ厶軸では赤色のカドミウム 

•セレン顔料がよい発色を示した。だがリチ 

ウムを炭酸塩の形で軸薬に添加すると1000 

•C以上の磁度で頤料の発色は里められなかっ 

た。しかしペタライト、レビドライトや弗化 

リチウムおよびフリブト化したものは安定に 

顏料を発色させることができる。

2-2アルカリ土煩金・

アルカリ土類金属は幟分として欠かすこ
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とのできない元素であるが、カドミウム・セ 

レン赤顔料による軸薬としては、炭酸塩でも、 

またフリブト化しても軸に添加した場合、K 

%で発色は認められない。だが弗化物の童石 

は8 0 0～9 5 0・Cの低い温度で使用できる。 

その他として亜鉛華が少量添加できるが、硫 

化亜鉛の形で使用すると赤色がより鮮明にな 

る。

アルカリ土類元素で言えることは、イオン 

半径の小さい順に発色性が劣り特にカルシウ 

厶は軸に添加しないことがよい。

2-3中性酸化物

中性酸化物は軸組成の肉になるもので、ア 

ルミナは重要なものである。そこで粘土から 

アルミナを採った場合と、長石、ろう石、陶 

石、カオリンおよびフリブトからもとめた試 

験結果では、カドミウム・セレン赤顔料にお 

よぼす発色は、生粘土で6 %で使用でき、カ 

オリンは焼成すればより安定する。陶石、ろ 

う石は粘土とほぼ同じような結果であった。 

長石、フリフトからアルミナを採る方法が特 

に発色性にすぐれていた。だが焼カオリンを 

使用する場合は強融剤の弗化物の氷晶石や弗 

化リチウムおよびレビドライトを添加すると 

低温度から高温度まで安定に使用できる。ま 

た粘土、陶石、ろう石等にも弗化物を添加し 

て使用することがよい結果であった。

2-4 酸性酸化物

酸性酸化物は軸組成として骨格をなす重要 

な成分である。特に酸性酸化物の珪石(石英) 

は試験結果では、カドミウム・セレン赤顔料 

の発色には影響はないが、紬の硬度、流動性、 

款化温度、彫脹に直要である。ホウ酸も酸性 

酸化物であるが、アルカリ土類金属のような 

性質を示す。特にホウ酸の使用信が顔料に大 

きく左右する。ホウ酸の添加最が増大すれば 

低温側で安定するが、高温側ではガラスのネ 

ブトが拡大・するため、誌脹が大きく軸に旭裂 

が生じ、耐儀性にも劣るようになる。

そこでホウ酸の使用址に限界があり、また 

水溶性であるためフリブト化して使用せねぱ 

ならない。焼ホウ砂や無水ホウ酸として生彌 

合に3〜5 %使用すると安定な発色を示した。

3 調 合

調合は次のような原料を使用し、その原料の 

主な化学分析を表に示す。

表ー1
、、更分 
原日、, s i 〇 : AIjoj FeJos CaO MgO KjO Na 2 〇 Li iO B:Oi 蚌OSS

福島長石 66.68 1 856 0.18 02 4 — 1 0.4 2 3.48 — — 0.3 7

"珪石 98.6 2 0.56 0.03 0.39 — 0.05 0.2 8 — —

ペタライト 7 5.3 2 163 2 0.19 0.11 0.24 0.41 0.81 4.32 — 091

朝鮮カオリン 4 5.8 2 3 83 6 0.3 6 0.4 3 0.01 1.61 1.04 — — 1 2.47

フリアト&1 3 7.7 8 17.23 0.08 0.3 4 0.25 3.68 12.8 8 — 2 7.83 —

フリナト№2 51.7 6 13.07 0.12 0.1 2 0.08 6.8 0 12.11 — 1 5.8 6 —
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ベタライト 6 0% ベタライト 2 0% ペタライト 1 8. 2%

フリブト№1 2 〇 フリクトは2 6 〇 福島長石 9.1

焼カオリン 6 焼カオリン 6 ・珪石 9.1

蛙目粘土 3 福島珪石 8 フリブト№1 3 1.8

無水ホウ酸 4 クレオライト 6 クレオライト 6.4

焼亜鉛軍 2 額料M-220 2 〇 硫化亜鉛 1.8

硫化漿鉛 1 "M-2 3 〇 ] 〇 無水ホウ酸 9.1

KNOj 4 焼カオリン 7.3

顔科M-2 2 〇 2 〇 KNOJ 3.6

* M-2 3 0 1 〇 蛙目粘土 3. 6

顔料M-2 2 〇 2 〇

* M-2 3 〇 1 〇

④ (§)

ベタライト 1 8.6 ベタライト 1 9.0 ベタライト 2 2

福岛長石 1 8.6 福島長石 2 3.8 フリノト治2 4 〇

フリナト№2 3 7.0 "珪石 4.8 福島珪石 1 〇

天草陶石 5.6 フリナト旭1 3 7.1 磽化亜鉛 2

クレオライト 5.6 無水水ウ酸 7.6 無水ホウ酸 5

KNDj (SW リ) 2.8 天草网石 5.7 焼カオリン 6

硫化靠鉛 1.5 クレオライト 2.8 蛙目粘土 3

蛙粘上 2.9 KNOi 2.8 レピオライト 7

無木ホウ酸 7.4 蛙目粘土 3.8 KNO 1 5

顔科M- 22 〇 2 〇 顔料M-220 2 〇 顔料M-2 2 〇 2 〇

* M-2 3 0 1 〇 * M-2 3 0 1 〇 "M-230 1 〇

10 〇〜1】3 0・C③〜⑥は1 1 0 0-118 0 C±で安定に発色した。

卜 0. 5 - 0.5 6 A 1 J 0 J

袖興合①、②»土1
次に仙のゼーケル式の弛囲は

0.2.〜0.3 L i 1〇 

0. 3 - 0.5 K 1 0

0.3 - 0. 4 N a jO

4 〜5.0S i 〇,

0. 5-0.7 B i O J

顔料は日・産業販売のものを使用した。尚素地は組合半磁器素地を使用した。また花器等に全体に 

施轴するには研究をせねぱならないう、絵具として使用すれば充分な効果がある。また耐酸試!！では 

4 %酔酸溶液24時間侵漬後原于吸光光度計にて測定した批カドミウムを検出することはできなかった。
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(12) 試 作 研 究

1まえがき

本年度は新しく 2-H)で開発した酸化磁器素 

地を加え、従来から継続している耐熱陶器、半 

磁器素地などを用い、食器を主にした試作を行 

なった。以下にそのおもな試作品の内容をしる 

す。

2 内 容

2-1 テーマ 酸化段器による和食器の試作 

(写貝1～8)

2'1•!目的 万古焼業界の製造項境に適 

応する和食器の開発

2.1.2 碰過 万古焼のデザイン向上と新 

趣製品開発を指向するムードの高まりのなか 

から和食器の開充研究というテーマが生まれ 

与・えられた。

万古焼業界ではごく 一部で和食器の製造が行 

われてはいるが、皆無に等しい。和食器のエ 

場生産は技術的、感覚的な伝統基盤がなけれ 

ぱ不可能であろう。また和食器には茶の美学 

から定着したらしさ、格調がそなわっていな 

ければ食空間に安住できない。それを構成す 

るさまざまな要素のうち主なものは材質感で 

あろう。当試開発の酸化磁器材質で和食器の 

既成領域への挑戦はその質感からみて容易で 

はない。そこで既成領域から摩れ、生活璋境 

の変化すなわち食器機能の変化に目を向けて 

みた。

和食器は季節料理が基本になっているので品 

桶が多いが、はたして現在の一般家庭でこの

三宅清路

①
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多品種が必要であろうか。またある統計にょ 

れば全食費のうち外食雷の占める比率は年々 

增加の傾向にある。これは冠婚葬祭の場が家 

から出たことも一因であり、公的な場と私的 

な場での食来形式が分化の傾向を見せている 

と分析されよう。公的な場とはこゝでは宴会 

場、レストランなどであり、私的な場とはー 

般家庭である。伝統的な会席料理は公的な甥 

での機会が多くなるであろう。したがって私 

的な場での食器形式は必然的に変革の提案を 

受けてよいであろう。

客観的なデータを集計する時間的余裕がない 

ため具体的な機能集約はできなかったが、以 

上のような想定のもとに試作試行を開始した。 

まず伝統的な器の機能をコピーしたものから 

始め、テーマとはやゝ龍れる経過をたどった 

か訓しい器への修行を試みた。すなわち私的 

な場での平均的な器、現代の一触的食生活に 

対応するであろう多用途多目的な器である。 

焼成等での失敗を重ね、この試作の多くは材 

質試駿的段隔にとどまり、所期の意図を完結 

するものはなかったが、5 2年度の秦続へむ 

けての中問・告としたい。

素地•酸化磁器

成形・手口ク。、鋳込成形

技飾法•白マ7卜融上染付、上絵、色械 

焼成•SK6a OF電気炉

2-1-3壽成 めし院、湖呑、酒器、茶器、 

小鉢、組ボールなど

2•2テーマ耐熱食器(写真9～17) 

22-1 日的 真火用酎熱食器の試作 

2-2-2秘過 現在業界で製苏している土

⑤

(少

⑦



鍋の形状は製造技術的な面からみると極度に 

完成されている。成形し易く、窯を最大限に 

効率よく利用できる形である。形状にはこれ 

以上手を加えることはできない。そこで蓋の 

文様を変えたり、材質に多少の変化を加えた 

〇しているのが現状であろう。蓋の文様にし 

ても、最近は別毛目とか絵高麗風のものもよ 

く作られてはいるが、植物文とくに梅とかさ 

らさ文が主流であり、それ以外の幾何学文様 

などは作っても売れない。これは消費者の侧 

に上鍋のイメージが固定しており、それ以上 

の多くを求めない傾向があるからであろうと 

思われる。このようにすでに完成された民族 

的、因襲的な製品はデザイナーをあまり歓迎 

しない。そこで耐熱陶器の製造技術を活用し 

た製品開発は国際料理を対象にした方向に進 

まざるを得ない。このテーマに沿って数年来 

試作を続行して来たが、本年度は装飾技法の 

研究とあわせ、

① 無文の器

② SP袖上転写を応用する器

の2細目テーマを設定した。

文様のない器は低く評価するという偏見とも 

思える風潮がとくに売る立場の者に多くみら 

れるが、これを是正する目的をもつのが①の 

テーマである。またスクリーソプロセスを各 

橙色軸、化粧土に応用し、既成材質の質感向 

上を目的とするのが②のテーマである。

素地•ベタライト系耐熱陶器、垣器

成彩•手口クG、鋳込成形

装簿法・鉄釉上黑絵吹付、淡黄マクト釉上 

酝写、白マ"ト鉄絵、上絵
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焼成SK6aOF電気炉、SK8RFガ 

ス炉

2-2-3構成フレームウェア(両手鍋大 

小、片手鍋)4組、土纖(両手絢大小、片手 

鍋)2組、肉板焼鍋3組、シチュー鍋3点

2 • 3テーマー殺食器(写真18 ) 

2-3-1目的歩器粘土による食器の試作 

2-3-2硅過時間的制約から多くは期待

できないが、ディナー構成のベースとしての 

意味でティーセブトの試作を行った。

洋食器は怡入された時点でのスタイルがその 

ま、現在の生活に定着してしまい、我々はそ 

れをごく H於に受け入れている。こ、でその 

スタイルに変革を加えることはかえって不自 

由さを生むことであろうが、あえて日本の機 

能観いわゆる古来の融通無円的な微能観をペ 

ースにしての実駿を試みた。このテーマを微 

庄追求できなかったのはある程度商品価値を 

考慮にいれたためである。

素地伊賀木節を主体とする胸器粘土

成形•手口ク"

装飾法・鉄下絵白マブト軸

焼成• SK8 R Fガス炉

2-3-3 構成ティーセノト8PS1組

2 - 4テーマえと貿物(写真19)

2-4-1 H的 昭和5 2年のえとであるへ 

ヒの覧物の試作

2-4-2 経過 現実のヘビは一般には好ま 

れる対象ではない。手足がないうえに長すぎ 

る。これをr?物としてまとまるように玩貝的 

に造形した。また成形的に安糾で安価にでき 

るように配慮し二つ割の型におさめた。



素地・半磁器、酸化磁器

成形•鋳込成形

装飾法・ラスター軸、白マブト軸

焼成• SK6 aOF電気炉

3 あとがき

以上が本年度の試作研究の幾要であるが、こ 

の他に鋳込成形による小花器(写夏2 〇• 21) 

たゝら成形による小皿(写真2 2 2 3 )など 

も試作し、図面数枚とともに昭和5 2年3月24 

日当試において展示発表した。これらのうちの 

ー溯:t第13回陶破器試駿研究糠関作品展にも 

出品した。

なお酸化磁器によるテーマ以昭和5 2年度も継 

毓の予定である。

<d ㉒
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(13) 伊賀焼のデザインと試作研究(第1報)

1まえがき

伊賀地区は、蛙目粘土、木節粘土などの格土 

資源に恵まれ、県下唯一の産出地となっている。 

したがってこれら粘土を利用した焼物は古くよ 

り発達し、その伝統技術は阿山町丸柱を中心と 

した伊賀焼製造業者に引継がれ現在に至ってい 

る。製品の特御はいずれも土味を生かした耐熱 

製品や茶華道品、和食器などであり、純日本的 

趣味の製品として一般に好まれている。

しかし近年原料土の採掘方法が機械化され、 

手掘り呻こ比べて良質粘土の選別確保が困難と 

なり、その安定化のため製土処理方法や使用不 

土についての検討が望まれている。

そこで当場では伝統の美と味を生かし、素朴 

と簡素美を特徴とした近代的な伊賀焼を目標に、 

新素材を主体にした試作研究を行なうことにし 

だ。本年度は伊賀焼陶磁器工業協同組合製土エ 

場の水鏡土(以下エ組土という)にペタライト 

を添加した素地と同工場で使用している原科土 

を細摩した素地(以ド細摩土という)とを新素 

材にしたものと、従来よりの並素地(エ組土と 

辻本製土場飾土の混合土)を用いた試作とを行 

なった〇以ドにそのおもな試作品の内容をしる 

す。

2内 容

2 -I テーマ 土鍋A(写真1)

2-1-1 目的 オーブン料理用耐熱食器

の試作

谷本藤四郎、北川幸治、熊野義雄 

2-1-2経過 内面が洗い易く安定度の

高い形態を考慮して浅形とした。装飾につい 

ては、白刷毛目をー刷毛はいたところに土阪 

軸をかけ、伊賀焼の伝統を強調したオーブン 

用製品を試みた。

素地・ベタライト系耐熱陶器

成形-手口クU

装飾法・白刷毛目 土康軸

焼成.• SK7 OF灯油炉

①

2 - 2テーマ土鍋B(写真2)

2-2-1目的 2 •1に同じ

2-2-2 経過 熱い器を持ち連ぶのであ

るから、把手を手起しで無理なく完全に持て 

るものとした。素地、成形、装飾法、焼成は

2 -1と同じである。

2 - 3テーマ土鍋C (写真3 )

2-3-1 目的 直火用耐熱食器の試作。

2-3-2 経過 熱伝導を配慮した丸形の

形慝と持ち易い把手など機能面を考えた。



素地•耐熱陶器(並素地)

成形•手口クn

装01法•手描き鉄絵石灰軸

焼成•SK7 OF灯油炉

2•4テーマ上鍋D(写真4)

2-4-I目的 2 • 3に同じ。

2-4-2碰過 魚形を模した形状で把手

を変化させ、新しい土鍋を考えてみた。

素地、成形、焼成、2 • 3に同じ。

装飾法•土灰軸

2,5テーマ 雑炊鍋A(写真5)

2 • 5 •!目的 2 - 3に同じ。

2-5-2 径過 食卓中央に出して取りわ

けるのが一般的であるため、把手の形状や舸 

の描き絵文様などに工夫をした。

素地,成形、焼成、2 • 3に同し。

装的法•手描き鉄ごす絵石灰軸

2 • 6テーマ雑炊鍋B(写真6 ) 

2-6-1目的 2 - 3に同じ。

2-6-2 軽過 鍋の縁を広げて把手の役

目を果すように工夫した。装飾は鉄化駐の上 

に土灰袖をかけ、軸Uの変化を試みた。

素地、地形、焼成、2 • 3に同じ。

装飾法・鉄化駐土灰釉



⑥
2 • 7 テーマ キヤセuールA(写真7)

2 • 7 •1.目的 2 • 3に同じ。

2-7-2 隹過 食卓の中央に明るさと暖

かみを感じさせる食器を試みた。装飾は薄い 

黄化新を施した上にごす線両を描き石厥軸を 

施袖した。

素地、成形、焼成、2 - 3に同じ。

装備法・黄化眺ごす線画石魔軸

<>

2 - 8 テーマ キャセロールB(写真8) 

2-8-1目的 2 • 3に同じ。

2-8-2 経過 円味のある採形の形態と

し、スポンジ印の変化ある文樣でシンブルに 

おさえてみた。

素地、成形、焼成、2 • 3に純じ。

装価法•鉄絵石阪軸

2 - 9テーマ焼肉鍋(写J19 )

2-9-1目的 2 • 3に同じ。

2-9-2 鼻過 土ものの渋さを出すため

白!«毛目と阪骸調和を試みてみた。

素地、成旧、装飾法、焼成、2 -1と同し。

⑨

2 -10テーマ フライパン(写宾10 )

2-10*1目的 2 •1に同じ。

2-10-2 曲 熱が平均にやわらかにあ

たるような形態で、伝統的な伊贝焼の料岬を 

ねらった〇

素地、成形、焼成、2 -1に同じ。

装飾法•土阪辄



⑩
2 -11テーマ潰物セブトA(写真11)

2-11-1目的 細摩土利用による和食器

の試作。

2 •11• 2 届過 土物の素朴さと暖かみが

感じられる和食器を考えてみた。

素地・肉器(細摩土)

成形•手口ク。。

装飾法・手描き鉄ごす絵石灰軸

焼成• SK8、RF、灯油炉。

2 •11• 3構成 犢物盛り皿(2 0")1

点、漬物取り皿(1)5点、しょうゆさ 

し1点〇

Mb
孔

2 -12テーマ漬密セブトB (写K12 )

2-12*1H的 2 -11に同じ。

2 -12 - 2碰過 2 -11に同じ。

2-12-3構成 漬物盛り皿(19.501 )1 

点、漬物取り皿(10.5e)5点、しょうゆさ 

し1点。

2 -13 テーマ小鉢(写真!3 )

2-13-1目的 2 -1Iに同じ。

2-13-2 昼過 2 -11に同じ。

2-13-3構成 小鉢(12. 5 " ) 5点〇

2 -14テーマ徳利と否(写真14 )

2 •14 •1 目的 2 -11に同しx,

2-14-2 収 2 -11に同じ。

2-14-3 構成 徳利(10.5" ) 2点、

徳利(12E)1点、 £( 3.5" )2 点、否

(4 )1点、計3種。



・事
2 -15テーマ飯茶碗(写真15 )

2 •15 •1目的

2 '15 • 2怪過

2-15-3 構成

2 -11に同じ。

2 -11に同じ。

単品(S15谨付3種

2 -16テーマ苗茶器セ,ト(写真16)

2-16-1目的 2 -11に同し〇

2-16-2 経過 2 -11に同し。

2-16-3 構成 土瓶1点、湯呑5点。

2 •17 テーマ土瓶

2-17-1目的 2 -11に同じ。

2-17-2 経過 2 -11に同じ。

素地、成形、焼成、2 •11に同し。

以上が試作研究の概要である。これらの試作 

品は、昭和5 2年1月2 8日伊賀分場において 

開催された試作展示会で発表し、指導に移した。 

又これら試作品の一部を第17回全日本中小企 

業輪出見本市、第13回陶磁器試駿研究機関作 

品展及本場試作展にも出品した。

装怖法•土國釉自由掛け。



3. 依頼試験、設備利用

項 目 件 数 項 目 件 数

定 最 分 析 8 2 1 焼 成 試 験 3 9

耐 火 度試験 1 5 8 X 線 窘 定 4 2 9

圧 縮 強 さ 2 6 軸 試 験 11

比 重 測 定 3 2 試 作 1 5

耐 寒 試 験 4 副 本 2 8

耐 熱 試 験 6 その他の物理試験 3 8

粒 度 測 定 5 1 設 備 利 用 5 6

水 質 試 駿 1 〇

き 裂 試 駿 2 1

熱膨脹率測定 6 4 計 1.8 〇 9

4. 技術相談指導

(1)技術相談指導

項 目 内 容 件 R

函 対 窯業原材料(陶石、長石、粘土、金属酸化物、顔料等) Q Q犀 Ft
の選定、適正利用法、処理法 〇 〇

軸薬および素地 豚 素地の調整法、配合比の調整 2 2 1

製造技術 成形、乾燥、・ 炉材、熱料、焼成 6 5

公害対策 排水処理 3

デ ザ イ ン デザイン(パター<形状、着彩法)および装飾技法 3 5

品質管理 原料管理 7

試 駿 法 試試方法 1 7

試 作 1 2

そ の 他 1 7

計 4 I 〇



(2)巡回技術相談指導

対 象 巡回企業数(延) 指 導 内 容

万古陶磁器工業協同組合 2 5 9 製造工程における欠点防止と排水処理につ 
いて企業を巡回し指導した。

伊賀焼陶磁器工業
協 同 組 合 8 5

5 講習会、研究報告会、審査等

(1)讓習会

名 林 年 月 場所 人耿 内 容

デザイン研究会 每月1回 当場 值回7 ～!〇
陶磁器デザインについて
講師 日根野作=

(2)展示会、研究報告会、搆廣会

名 称 年 月 場 所 内 容

三豳県発明工夫展 51. 11 桑名市 耐熱食器5点を出品

伊賀分場試作品展示会 5 2. 1 伊賀分場 伊賀焼新趣製品を20点展示し、懇談会を開催

第】3回肉磁器試験研 
究機械作品展 5 2. 2 名古屋市 ティーセブト、土鍋を出品

研究報告会 5 2. 3 当 場 昭和51年度の業務について報告

講 演 会 5 2. 3 当 場 低成長Fにおける企業桂営

試作品展示会 5 2. 3 伊賀分場

中小企業診断士 西垣一男

耐熱食器、酒器を出品

(3)審 査

名 祢 年 月 場 所 委 員 名

赤万古急須品評会 5 1.9 四日市市 中 崎 卷

意は登録審査会 51.7 三宅 清 路

5 1.11

5 2.1

三垂梨発明工夫展 51.11 桑名市 中 崎 魅

-4〇•



6 研修生の指導

(4)委 員 会

名 林 年 月 場 所 内 容

三窯試委員会 5 2. 2 当 場 昭和51年度業務報告と5 2年度の研究テー 
マについて

名 祢 期 間 人員(人 内 容

技術研修生 5 1.4 〜51.9 3 素地軸薬

5 1.1 〇- 5 2. 3 4

海外窯業技術研修生 51.5 〜51.9 1 窯業全般

A


